
相
哨
仲
町
内
加
。
泌
都
防
介
。
初
玲
山
官
。
宇
は
生
出
官
、
飽

叩
刊

mと
脱
し
た
。
品
開
せ
ら
れ
て
加
仰
の

mHHに
列
L
、

後
江
戸
に
逝
ん
で
品
川
T

裂
に
入
。
、
安
的
良
知
・中

村
飢
宇
に
mmい
ん
で
M
M
文
を
能
く
し
た
。
別
治
の
後
名

を
M
W

と
政
め
、
法
仰
を
研
究
し
、
日
山
w
m
に
判
叫
・と

し
て
在
佐
中
授
。

彩
身
内川な
〈
、

mγ
卯
次
郎
を
旋

う
て
山
岡
と
し
た
。

ヲ
サ
カ
生
イ
チ
ユ
ウ
草
鹿
泰
仲
大
限
苛
滞
の

間
出
。
草
山
山
玄
加
の
柿
刷
川
河
om柿
は
倒
的

-m。
ザ
は
公
認
。

泌
糾
は
説
仲
。
越
川
一
郎
は
制
む
あ
る

u
X
川
川

知

天
似
般
千
人
の
別
刷
闘
が
あ
る
。
若
年
に
し
て
滞
仙

一
出
方
芝
山
に

M
mし
、
一一尽
附
に
赴
き
附
闘
を
-
一
一
内
政
附

に
円
十
び
、
紛
ら
凶
恥
(
滋
知
・池
内
刷
所
・{
木
製
松
略
に
詩

文
を
祝
ひ
、
後
昌
平
悦
に
入
っ
て
銃
谷
宕
陰
に
師
事

し
、
紛
ら
明
仰
に
倣
う
て
仰
彩
に
長
じ
、
務
訟
洲
の

出
制
削
を
好
ん
だ
。
刷
出
限
お
年
ハ
久
玄
加
設
刊
の
後
を
M
F
A

け
て
、
品肺斤ムハ
イ
討
を
隅
嗣
い
だ
が
、
三
年
七
見
十
八

日
病
残
し
た
。
時
に
三
十
四
山
説
。
襟
仲
的
自
阿
部
、
川
山

中
に
人
な
く
、
必
の
行
動
一
穴
瓜
疫
そ
馳
脱
す
る
岡
山
が

あ
っ
た
が
、
お
述
な
く
詩
文
若
干
を
治
し
た
。
長
男

甲
子
太
郎
家
を
織
ま
、
次
男
一J
卯
次
郎
は
叔
父
彩
に

謎
は
れ
た
。

ク
サ
カ
テ
リ
ュ
ウ
日
下
穣
飽
江
川
山
川
山
巾
侭

宗
削
減
回
同
然
寺
十
二
代
の
伎
服
。
幼
自
民
惚
卿

o
m

は
尚
幸
・組
側
・副
脱
出
。
蹴
は
芥
山
川
。
大
明
寺
滞
士
毛

利
波
右
衛
門
的
問
の
=
一
見
で
、
文
久
允
年
作
仙
寺
を
加
盟

ぎ
、
初
め
宗
尽
を
阪
成
寺
行
淑
に
尽
び
、
後
に
火
山
肌

校
教
授
に
任
じ
、
法
要
類
文
二
容
の
誌
が
あ
る
。
明

治
二
十
年
八
月
十
問
日
寂
、
三
十
八
H
U

m

。
法
総
括
主

じ
O

検
札
り

合
サ
カ
リ

7
エ

草
潤
笛

三
加
。
金
仰
の
制
入

牧
武
の
拠
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
支
考
の
乎
に
よ
っ
て

成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
京
升
尚
昆
庄
兵
衛
使
。
支
考

ク
サ
l

ク
・ン

の
牧
鴨
川
仰
が
怨
初
に
載
せ
ら
れ
‘
ル
山
技
の
旅
野
郎
を

あ
は
れ
む
向
が
往
来
に
あ
る
。
刊
本
の
牧
京
体
に
は

元
政
氏
午
仲
杭

H
支
考
犯
と
あ
る
が
、『
我
む
か
し
芭

m
m
の
翁
に
ま
み
え
て
』
と
あ
っ
て
、
そ
れ
は
允
除
二

年
の
こ
と
で
あ
り
、
市
山
午
は
間
三
年
で
あ
る
か
ら
、

壬
午
の
棋
で
あ
ら
う
。
出
版
は
元
綜
十
六
年
で
あ
る

と
井
筒
民
間
銀
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

タ
サ
ギ

草
木

刑
制
咋
泌
隠
…
川
町
方
郷
に
邸
す
る
部

wm

。ヲサ
ギ
タ
ウ
ゲ

久
佐
木
枯
町
邸
主
梢
皆
且
か
ら

回
二
又
へ
越
え
る
叫
。
刊
さ
ご
七
一
米
。

h
y
サ
シ
ユ
リ
ケ
ン
ブ
ン

車
修
巡
見
分
」
カ
イ

サ
タ
プ
ギ
ヨ
ウ
カ
イ
ソ

y

附
凶
作
務
行
姐
村
。

タ
サ
ツ
ミ
く
さ
摘

金
期
仰
の
例
人
容
卸
会
事
大

の
在
帖
と
見
る
べ
き
も
の
で
、
文
化
三
年
か
ら
十
四

年
あ
た
り
ま
で
到
行
し
て
居
る
。
京
都
勝
凶
器
助
の

寂
行
。クサ
ノ

草

野

能
尖
州
州
製
作
郷
に
M

叫
す
る
部
wm
。

も
と
安
宅
沼
町
と
い
う
た。

タ
サ
ノ
ア
ル
ジ

草
の
あ
る
じ

一
加
。
金
保
の

偶
人
出
山
編
。
宛
政
四
年
一
原
一
割
屋
太
兵
衛
板
。
巻
頭

に
背
銭
の
間
山
政
に
係
る
、
前
}相
川
が
加
卸
小
松
で
興
行

し
た

『
し
ほ
ら
し
き
名
や
小
松
」
〈
萩
ザ
亡
』
の
附
合

を
載
せ
、
V
A
日
時
の
川
別
人
の
句
を
集
め
た
も
の
で
、

問
幌
町
川
附
犯
の
停
が
あ
る
。

ヲ
サ
ハ
ラ
ヒ
ケ
ン
ブ
ン

草
挽
見
分

J
カ
イ
サ

タ
プ
ギ
ヨ
ウ
カ
イ
ソ
Y

改
作
悲
行
組
村
。

テ
サ
7
カ
ジ
ン
シ
ロ
ウ

草
深
甚
四
郎
能
楽
部

土
官
誌
の
人
。
紛
併
組
に
、
『
土
室
村
内
に
小
名
草
深
の

甚
助
と
い
ふ
指
あ
り
。
或
時
天
狗
に
取
ら
れ
た
り
と

て
行
方
知
れ
ず
。
数
年
の
後
楽
に
邸
b
、佃
拙
術
の
上

手
に
成
。
金
制
仰
に
出
で
、
武
家
に
怨
術
を
教
へ
、
深

茜
椛
と
い
へ

0
0
此
の
甚
助
死
後
探
に
小
畑
山
を
椛
ゑ

て
、
今
は
大
木
と
な
り
て
甚
助
訟
と
い
ふ
。
近
年
'
伎

の
慌
の
鎚
術
信
仰
の
人
々
、
此
の
援
に
石
僻
を
建
て

た
り
。
但
し
此
の
甚
助
、
金
棒
に
て
は
草
深
甚
四
郎

と
名
前
出
り
た
る
よ
し
。
村
方
に
て
は
最
初
の
名
に
て

甚
助
と
去
体
ふ
。
』
と
犯
し
、
砕
石
に
は
、『験
勉
深
甚

流
組
草
深
甚
四
郎
選
。
』
袈
一
間
に
『
寛
政
妥
洗
車
一-
十
且

二
十
六
日
門
生
森
惣
太
夫
良
中
門
生
等
越
誌
』
と
あ

る
。
孫
弟
子
が
建
て
た
祁
だ
か
ら
、
甚
四
郎
の
時
代

も
略
想
像

L
得
ら
れ
る
。
深
甚
流
は
民
高
疏
と
も
密

き
、
和
能
の
然
拍
子
流
に
あ
っ
て
も
、
亦
彼
を
そ
の

統
組
と
す
る
。

タ
サ
ミ
ゴ
ウ

草
見
印
刷
珠
洲
榔
の
白
郷
取
引
。

和

名
抄
に
は
訓
を
敏
い
て
ゐ
る
が
、
久
佐
見
で
あ
る
。

承
久
三
年
注
進
の
能
積
凶
回
数
目
録
に
珠
洲
都
政
見

村
と
見
え
る
の
は
.
恐
ら
く
は
そ
の
訟
で
あ
ら
う
。

今
の
宗
玄
は
草
見
を
苦
闘
叫
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
の

説
、
又
は
今
の
三
附
・正
院
附
近
で
あ
る
と
す
る
設

が
あ
る
が
、
前
ぴ
に
同
闘
が
な
い
。

ク
サ
モ
エ
シ
ユ
ウ

草
窃
集
一
冊
。

金
持
の
仙

人
緊
舟
町
年
締
結
o
加
能
越
を
初
め
諸
凶
俳
人
の
作

匂
を
四
季
に
分
け
て
集
め
、
次
に
A
H
札
・
梅
室
等
の

附
合
が
あ
る
。
序
は
天
保
民
民
李
各
方
幽
隣
室
と
あ

り
、
自
訟
を
附
す
る
。
叡
元
不
明
。

タ

シ

串

能
楽
部
製
岡
山郷
に
聞
す
る
部
族
で
、

技
村
に
申
出
・
山
中
茶
屋
が
あ
る
o
年
不
明
日
十
二
月
八

日
刑
部
卿
法
船
舶
介
(
矧
服
歎
〉
か
ら
旧
制
五
兵
衛
に
宛

て
た
怨
紋
に
、『去
出
串
村
夜
討
之
刻
午
由
一
被
打
制
云

々
。
』
と
あ
る
も
こ
の
所
で
あ
る
。
叉
北
隣
近
欽
習

に
は
、
是
よ
り
隔
に
際
野
が
あ
っ
て
践
昨
多
知
、
之

を
南
野
と
い
ふ
と
あ
り
、
笈
恕
紀
聞
に
は
、
陪
街
路

地
に
瓦
を
焼
い
た
こ
と
が
あ
り
、
帥
刷
物
も
作
っ
た
と

見
え
る
。

明
治
中
に
主
り
根
路
却
を
木
村
に
併
合
し

た
。

タ
シ

町田

J
タ
シ
ジ
プ
ウ
櫛
師
語
。

h
y
シ
イ
ナ
ダ
キ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ
久
志
伊
奈
太
伎

比
峰
神
社
腿
応
部
凶
分
に
在
る
。
式
内
等
部
批
犯

に
、『
久
芯
伊
A
M
太
伎
均
時
前
枇
o
式
内
一
制
。
矢
削
郷

凶
分
村
地
内

久
志
伊
縦
山
鯨
路
。
今
総
=
久
慈
伊
山細

山
枇
。
或
一
苫
火
富
。
』
と
記
す
る
。
榊
名
艇
の
秘
仰
に

久
志
伊
奈
太
伎
の
伎
を
祈
字
と
す
る
も
の
は
京
訴
の

訟
で
あ
り
、
時
以
剖
仰
は
奇
問
問
別
で
あ
る
。

合
シ
イ
ナ
ダ
キ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ

久
志
伊
奈
太
伎

比
隊
紳
社

閉山
内川
部
飯
川・
下
人
命
地
に
鎮
座
す
る
。

正
保
四
年
の
制
札
に
器
包
八
慨
と
あ
り
、
文
政
に
誤

っ
て
式
一
祉
の
犯
を
日
し
た
と
い
は
れ
る
o
J
ワ
カ
司
、

ヤ
ハ
チ
マ

Y

ジ
Y
ジ
ヤ
若
注
入
附
跡
枇
。

h
y
シ
イ
ラ
ヤ
マ

久
志
伊
遊
山

腿
応
泌
凶
分
の

部
町
市
か
ら
凶
方
=
一

O
O米
許
の

m
mに
在
る
附
山

で
、
久
芯
叫
剛
山
と
も
い
ふ
。
久
芯
伊
奈
太
伎
比
時
制

枇
こ
L
に
銀
座
す
る
。

ヲ
シ
イ
ラ
ヤ
マ
ユ
ラ
イ
シ
ヨ

久
志
伊
総
山
由
来

舎
一
加
。
胤
円川
郡
同
分
村
久
志
伊
緑
山
に
邸
服
す

る
久
志
伊
奈
太
伎
比
昨
訓
枇
の
併
記
で
あ
る
。

明
脳出

三
年
に
軍
記
せ
ら
れ
た
も
の
。

h
y
シ
ガ
h
m

モ
チ
櫛
形
餅

古
へ
白
山
比
咋
訓
制

に
て
、
正
月
元
日
及
び
七
日
の
大
祭
そ
の
他
に
供
へ

た
も
の
で
‘
陥
の
銘
伽
に
入
込
み
を
作
っ
て
、
凹
字

の
如
き
形
に

L
た
も
の
で
あ
る
。

タ
ジ
カ
へ

凶

替

札

岱
と
も
い
ふ
。

開山
政
時
代

に
、
村
方
に
て
山
地
川
雌
行
の
後
、
地
味
に
器
等
あ

っ
て
、
持一
品
に
射
す
る
牧
桟
の
比
率
に
不
同
を
生
じ

た
時
は
、
五
年
目
・
七
年
目

χ
は
十
年
同
に
、
旧
地

と
畑
地
と
を
脳
と
し
て
川
笹
へ
‘
地
一苅
山
平
均
を
計

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
村
方
限
り
に
行
ふ
も
の
で
、

組
却
前
の
十
村
に
届
出
る
こ
と
を
川
区
せ
ぬ
。
能
殺
に

は
こ
の
郁
が
多
か
っ
た
。

二
五
五


